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R17b W3OH水メーザを用いたVERAのマッピング性能の評価 II
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VERAの性能評価観測の一環として、強い水メーザ源W3OH（TW天体領域）と連続波源J0244+6228をVERA
独特の 2ビーム装置を用いた同時観測を行っている。前回 2003 年秋季年会でその中の一つのエポック（2003年
140日）の観測結果について報告した。そこでは、(1)４局の間で良好なフリンジが得られた事、(2)AIPSによる
通常手法の解析を行った結果、W3OHの水メーザ源の分布が得られた事、(3)連続波源も点源とみなせるので、
VLBI観測に十分耐えられる事、(4)VERAは少なくとも通常のマッピング観測に十分使用できる性能を持ってい
る事、等を示した。本講演では、その後観測が続けられ、通常のAIPSを使用した解析の結果が進んでいる他の
エポック（2003年 233日、254日、295日等）についてのメーザ源位置の再現性について述べる。
観測は、いずれも VERAの全局（水沢局、入来局、小笠原局、石垣島局）を使って行った。１ Gpbsまたは

128Mbpsの記録を行った。天体は、主観測天体のW3OH(TW天体)の水メーザ源と参照電波源として J0244+6228
を同時に観測した。また、キャリブレーション天体として 0234+285を 1時間から 1時間半ごとに観測した。
観測の結果、４局の間で良好なフリンジが得られた。また、それぞれのエポックでW3OHの水メーザ源の分布
は、メーザ源の固有運動を考慮すると、ほぼ一致している。


